




平成２４年度事業計画	
 
	
 

高度化する医療技術や充実した医療サービスが求められる中、良質な薬物療法の実践と患

者への提供を担う薬剤師をはじめ、医薬品開発、薬学教育または薬事行政に携わる者にあっ

ては、より高度な知識と技術の修得が欠かせない状況となっている。そのような中、学会組

織として発足後21年目を迎えた本学会では、年会、公開シンポジウム、学術論文、認定薬剤

師制度、がん専門薬剤師制度などの学術活動を通じて、医療薬学分野における薬剤師の向上・

発展に努めてきた。その効果の現れとして、平成22年度末の正会員数が8,586名（平成21年度

末は、7,831名）までに増加し、また、平成22年11月に開催した第20回年会(千葉)への参加者

が6,600名を超えるなど、本学会への注目・関心、期待感が高まっている。	
 

平成24年度は、3月末に役員の任期満了に伴う体制の改編を迎える。新役員体制のもと、医

療薬学領域において中心的な学術活動を担う本学会の役割や事業の内容を再検証しながら継

続的な事業の実施に取り組み、本学会の組織基盤の強化をはかりつつ、これまで以上に充実

した学術活動を通じた医療薬学の向上への寄与を目指す。以下は平成24年度事業計画（案）

の概略である。	
 

	
 

１．年会開催	
 (定款第 4条第 1項関連事業)	
 

第 22 回年会	
 	
 年会長	
 佐藤	
 博	
 

	
 	
 	
 	
 開催日程	
 	
 平成 24 年 10 月 27 日（土）〜	
 28 日（日）	
 

	
 	
 	
 	
 開	
 催	
 地	
 	
 新潟市・朱鷺メッセ他	
 

	
 	
 第 23 回年会	
 年会長	
 眞野	
 成康	
 

開催日程	
 	
 平成 25 年 9 月 21 日（土）～22 日（日）	
 

開	
 催	
 地	
 	
 仙台市・仙台国際センター他	
 

	
 

２．医療薬学公開シンポジウム	
 (定款第 4条第 1項関連事業)	
 

	
 	
 	
 第 46 回〜49 回の 4 回を開催予定	
 

	
 

３．医療薬学発行	
 (定款第 4条第 2項関連事業)	
 

	
 	
 	
 第 38 巻 1 号〜12 号として発行	
 

	
 

４．会議	
 

・	
 第 4 回定時社員総会	
 ：	
 日本薬学会第 132 年会時開催予定	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （平成 24 年 3 月 28 日(水)～31 日(土)，札幌市）	
 

・	
 第 4 回臨時社員総会	
 ：	
 日本医療薬学会第 22 回年会時開催予定	
 

（平成 24 年 10 月 27 日(土)〜	
 28 日(日)，新潟市）	
 

・	
 定例理事会	
 6 回開催予定	
 

	
 

	
 

５．各委員会活動	
 (定款第 4条第 1〜7項関連事業)	
 

（１）総務委員会	
 

１）学会の組織基盤の強化を図る	
 

２）事務局体制並びに会務運営の見直しを進める	
 

３）その他、会の円滑な運営に必要な事項を検討する	
 



	
 

（２）財務委員会	
 

１）予算執行状況、財産の管理・処理に関して検討する	
 

２）23 年度決算を報告する	
 

３）24 年度予算案を作成する	
 

４）会費徴収方法を検討する	
 

	
 

（３）広報委員会	
 

	
 	
 	
 １）新ホームページを完成し、ホームページを通じた会員、医療関係者、一般等への

広報充実を図る	
 

２）新ホームページ及び電子メール等を通じた会員への新たな情報発信システムを

構築するとともに、コンテンツの企画・充実を図る	
 

３）薬学部生や大学院生、非会員薬剤師等の加入勧誘を目的とした学会紹介パンフ

レットの発行、配布を行う	
 

	
 

（４）企画・シンポジウム委員会	
 

	
 	
 １）公開シンポジウムの依頼テーマを協議・決定する	
 

	
 	
 ２）公開シンポジウムの開催地、実行委員長を決定する	
 

３）公開シンポジウム運営への助言、支援を行う	
 

４）学会としての新規企画を立案する	
 

	
 

（５）会員委員会	
 

	
 	
 １）会員名簿を作成する	
 

	
 	
 ２）会員管理方法を検討する	
 

	
 	
 ３）会員増計画を検討する	
 

	
 

（６）編集委員会	
 

	
 	
 １）会員からの投稿論文を受付け、審査を迅速かつ適切に実施し、採否を決定する	
 

	
 	
 ２）「医療薬学」第 38 巻 1～12 号の掲載論文を決定し発行する	
 

	
 	
 ３）論文の投稿、審査、掲載等にかかる諸問題に対し、掲載論文数及び学術論文とし

ての質の維持・向上を図る	
 

４）インパクトファクターの取得および PUBMED 収載に向け情報収集を行い、必要に応

じて方策を実施する	
 

	
 

（７）認定薬剤師制度委員会	
 

	
 	
 １）認定薬剤師、指導薬剤師の認定とそれに係る認定試験を実施する	
 

	
 	
 ２）研修施設の認定審査を実施する	
 

	
 	
 ３）認定資格更新の審査を実施する	
 

	
 	
 	
 ◎	
 認定試験実行小委員会：	
 認定試験を実施する	
 

	
 	
 	
 ◎	
 認定試験問題小委員会：	
 認定試験問題を作成する	
 

	
 

（８）専門薬剤師育成委員会	
 

	
 	
 １）薬物療法専門薬剤師認定制度を実施する	
 

	
 	
 ２）各種領域の専門薬剤師育成への関わり方を検討する	
 

	
 



（９）がん専門薬剤師認定制度委員会	
 

	
 	
 １）がん専門薬剤師認定制度を運営する	
 

２）がん専門薬剤師、がん指導薬剤師、がん専門薬剤師研修施設の認定審査を行い、

がん領域で専門性を有する優れた人材を育成する	
 

◎	
 がん専門薬剤師研修委員会：	
 研修ガイドラインの整備、集合研修の企画・実施、

講習単位の認定を行う	
 

	
 	
 	
 ◎	
 がん専門薬剤師試験委員会：	
 がん専門薬剤師認定試験問題の作成、試験の実施、

試験問題を評価する	
 

	
 

（１０）各学会賞選考委員会	
 

	
 	
 １）学術貢献賞・奨励賞等選考委員会	
 

	
 	
 	
 ・	
 学術貢献賞・奨励賞等選考委員会を開催する	
 

	
 	
 	
 ・	
 学術貢献賞・奨励賞選考規程に基づき、各賞を選考する	
 

	
 	
 	
 ・	
 Post	
 doctoral	
 award（仮題：学位取得者に対する表彰制度）を創設する	
 

	
 	
 	
 ・	
 学術貢献賞と奨励賞の差別化を図り、学術貢献賞の位置づけをさらに高い表彰制

度に改めるための検討を行う	
 

	
 	
 ２）論文賞選考委員会	
 

	
 	
 	
 ・	
 論文賞選考委員会を開催する	
 

	
 	
 	
 ・	
 論文賞選考規程に基づき論文賞受賞論文を選考・決定する	
 

	
 	
 	
 ・	
 選考内規の見直しと改定案を作成する	
 

	
 

（１１）医療薬学教育委員会	
 

	
 	
 １）生涯教育に関するニーズを把握し対応する	
 

	
 	
 ２）生涯教育評価基準を作成する	
 

３）会員の生涯教育について、企画・シンポジウム委員会へ提案する	
 

４）薬学教育の問題点を検討する	
 

	
 

（１２）出版委員会	
 

	
 	
 １）病態を理解して組み立てる「薬剤師のための疾患別薬物療法」Ⅳ〜Ⅴ巻を編集す

る	
 

	
 	
 ２）病態を理解して組み立てる「薬剤師のための疾患別薬物療法」の普及啓発のため

の広報活動を行う	
 

	
 

（１３）国際交流委員会	
 

	
 	
 １）海外の医療薬学関連学会と交流を図る	
 

	
 	
 ２）海外学会派遣事業（海外の医療薬学関係者の招聘を含む）を実施する	
 

	
 	
 ３）日中韓国際（医療薬学）シンポジウムを（共同企画）開催する	
 

	
 	
 	
 ・	
 日本病院薬剤師会の国際交流委員会と協力し、日本医療薬学会年会のシンポジウ

ムとして開催する	
 

	
 

	
 

	
 






































